

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ 
闘 悶農， 原の悶応暦 廷g 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③ ② ① 
八巻
蕨原寧子皇-第ー・潤南h北朝巻五 『i五 の皇子 の
勝最溝の屈光厳芭 厳光践詐と出滉上で連れ去に光厳．一後光厳院 請陪良



























































































































































































































































































































































































































.乱-陰謀 巻九 面o南朝 七巻
●すにる ●E後’ 記 にょ 9―院← 
旦皇し
蹂哭Iょ- 徳＝• —
つ年
盃北麿口ニ空
贔吉祐 羹〗
盈急
のの 場条
こ
こ
で
は
先
ず 、
南
北
朝
の
抗
争
の
端
緒
と
な
っ
た
建
武
三
年
(-
三―――
六 、
延
元
元
年）
の
光
明
天
皇
の
即
位
に
関
する
①
に
つ
い
て 、「
池
の
藻
屑」
と
「
続
神
皇
正
統
記」
の
影
響
関
係
を
確
認
し
て
お
く 。
九
十
七
代
の
帝
は 、
さ
き
に
も
聞
え
さ
せ
し 、
豊
仁
と
申
奉る
御
事
よ 。
御
母
は
広
義
門
院
に
て
お
は
し
ま
す 。
建
武
三
年 、
御
歳
十
六
に
て
世
中
騒
し
か
り
し
頃
御
位
に
即
給へ
り 。
此
と
き
神
璽
は
芳
野
に
渡
ら
せ
給
へ
ど 、
し
ゐ
て
御
位
に
つ
か
せ
給
へる
は 、
後
鳥
羽
院
の
御
例
に
や
侍
ら
ん 。
又
由
の
奉
幣
と
て
伊
勢
使
を
立
ら
れて 、
天
照
太
神
に
事
の
よ
し
を
申
さ
せ
給
へる
なる
を 、
そ
れ
も
と
ゞ
め
ら
れ
ぬる
は 、
所
々
う
ち
乱
れて
道
ふ
た
が
れる
ゆ
へ
と
は
い
へ
ど 、
神
の
御
慮
も
い
か
ゞ
と
時
の
人
い
ひ
あ
へ
り 。
(「
池
の
躁
屑」）
第
九
十
八
代 。
光
明
院 。
11
0
後
伏
見
第
二
御
子 。
光
厳
院
の
御
猶
子
也 。
御
母
広
義
門
院 。
丁
丑
の
年
即
位 。
勢
州
路
次
通
ぜ
ざる
に
よ
り
て 、
今
度
由
奉
幣
を
行
れ
ず 。
こ
れは
御
即
位
の
由
を
太
神
宮
に
告
申
さる
、
依
な
り 。
停
止
せ
ら
れ
ぬる
事 、
神
慮
難レ
計
し
。
（「
続
神
皇
正
統
記」
）
両
者
を
比
較
する
と 、
「
池
の
源
屑
j
の
こ
の
場
面
に
つ
い
て
は 、
『
続
神
れる
。
應
統
記
j
の
記
事
の
内
容
が
参
照
さ
れ
て
いる
こ
と
が
明
ら
か
で
ある
と
思
わ
れる
。
因
み
に 、
「
池
の
藻
屑
j
と
国
神
皇
正
統
記
j
と
の
間
で
光
明
天
皇
の
即
位
の
順
位
が
異
なる
の
は 、
『
池
の
漢
屑」
で
は
後
醍
醐
天
皇
の
重
詐
を
歴
代
天
皇
の
代
数
に
含
め
て
い
な
い
か
ら
で
ある
(
10)
0
さ
て 、
こ
の
場
面
で
重
視
さ
れる
の
は 、
「
此
と
き
神
璽
は
芳
野
に
渡
ら
せ
給
へ
ど 、
し
ゐ
て
御
位
に
つ
か
せ
給
へる
は 、
後
鳥
羽
院
の
御
例
に
や
侍
ら
ん」
と
明
記
し
て
いる
よ
う
に 、
天
皇
家
の
伝
統
と
慣
習
を
破
っ
て 、
光
明
天
皇
の
即
位
が
三
種
の
神
器
抜
き
で
強
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
で
ある
。
こ
の
時
点
で
神
器
を
所
有
し
て
い
た
の
は 、
京
都
を
出
奔
し
て
吉
野
行
宮
に
逼
塞
し
て
い
た
後
醍
醐
天
皇
で
ある
が 、
こ
の
神
器
所
持
と
い
う
事
実
こ
そ 、
「
神
皇
正
統
記
j
に
お
い
て
親
房
が
南
朝
の
正
統
性
を
主
張
する
拠
り
所
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た 。
故
に 、
「
池
の
藻
屑」
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
話
題
に
触
れ
て
いる
の
は 、
三
種
の
神
器
の
帰
属
と
い
う
問
題
が 、
光
明
天
皇
及
び
そ
れ
以
降
に
即
位
し
た
北
朝
方
の
天
皇
の
正
当
性
に
大
き
く
関
わ
っ
て
くる
と
の
認
識
を
麗
女
が
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
そ
こ
で 、
光
明
天
皇
の
即
位
の
正
当
性
に
向
け
ら
れた
嫌
疑
を
払
拭
する
た
め
に 、
北
朝
正
統
論
を
掲
げる
需
池
の
築
屑」
が
持
ち
出
し
て
き
た
論
理
が 、
「
後
烏
羽
院
の
御
例
に
や
侍
ら
ん」
と
ある
よ
う
に 、
治
承・
寿
永
の
乱
の
最
中 、
平
家一
門
が
安
徳
天
皇
と
三
種
の
神
器
を
奉
じ
て
都
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
後 、
事
態
を
収
拾
する
た
め
の
臨
時
措
慨
と
し
て 、
祖
父
の
後
白
河
法
皇
の
専
断
に
よ
っ
て
神
器
を
欠
い
た
状
態
で
急
遠
擁
立
さ
れた
後
鳥
羽
- 89 -
天
皇
の
先
例
に
擬
え
る
こ
と
で
あ
っ
た。
束
西
に
二
人
の
天
皇
が
同
時
に
並
ぴ
立
つ
と
い
う
異
例
ず
く
め
と
も
言
う
べ
き
後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
の
経
緯
に
・
つ
い
て
は、「
増
鏡」
巻一
「
お
ど
ろ
の
し
た」
の
冒
頭
部
分
や
「
月
の
行
衛」
巻
二
「
安
徳
天
昂」
の
寿
永
二
年
（―
-
八
三）
条
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
g‘
r
神
島
正
統
記」
に
お
い
て
も
そ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る。
先
帝、
西
海
二
臨
幸
ア
リ
シ
カ
ト、
祖
父
法
皇
ノ
御
世
ナ
リ
シ
カ
ハ、
•
都
ハ
カ
ハ
ラ
ス、
…
…
還
幸
ア
ル
ヘ
キ
ヨ
シ、
院
宜
ア
リ
ケ
レ
ト、
平
氏
承
引
申
サ
ス、
ヨ
リ
テ、
太
上
法
品
ノ
詔
ニ
テ、
此
天
皇
夕
、
セ
給
ヌ、
親
王
ノ
宜
旨
マ
テ
モ
ナ
シ、
先、
皇
太
子
ト
シ、
即、
受
禅
ノ
儀
ア
リ、
翌
年、
甲
辰
ニ
ア
タ
ル
年
四
月
二
改
元、
七
月二
即
位、
此
同
胞
二
高
倉
ノ
第
三
ノ
御
子
マ
シ
（
シ
カ
ト
モ、
法
皇、
此
君
ヲ
エ
ラ
ヒ
定
申
給
ケ
ル
ト
ソ、
先
帝、
三
種
ノ
神
器
ヲ
ア
ヒ
ク
セ
サ
セ
給
シ
ュ
へ
二、
践
詐
ノ
初
ノ
違
例
二
侍
シ
カ
ト、
法
皇、
国
ノ
本
主
ニ
テ、
正
統
ノ
位
ヲ
伝
マ
シ
マ
ス、
皇
太
神
宮・
熱
田
ノ
神
ア
キ
ラ
カ
ニ
マ
ホ
リ
給
コ
ト
ナ
レ
ハ、
天
位
ツ、
カ
マ
シ
マ
サ
ス、
平
氏
ホ
ロ
ヒ
テ
後、
内
侍
所・
神
度
ハ
カ
ヘ
リ
イ
ラ
セ
給、
宝
剣
ハ
ツ
ヰ
ニ
海
ニ
シ
ッ
ミ
テ
ミ
エ
ス、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は、
「
神
皇
花
統
記」
で
は、
良
位
の
象
徴
で
あ
る
三
植
の
神
器
を
所
持
し
て
い
な
い
後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
は、
「
践
詐
ノ
初
ノ
途
例」
の
措
世
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
な
が
ら
も、
「
正
統
ノ
位
ヲ
伝
．
マ
シ
マ
ス」
「
天
位
ツ
、
カ
マ
シ
マ
サ
ス」
と、
そ
の
即
位
の
正
当
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
な
い
点
で
あ
る。
親
房
が
後
烏
羽
天
皇
の
即
位
を
容
認
し
た
背
景
に
は、
現
在
の
天
良
家
（
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統）
が
後
鳥
羽
天
皇
の
血
統
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
へ
の
配
慮
と、
結
果
論
で
は
あ
る
も
の
の、
神
器
が
無
事
に
都
に
戻
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が、
こ
の
箇
所
で
展
開
さ
れ
た
親
房
の
論
理
に
は、
大
き
な
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る。
「
神
岳
正
統
記」
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
親
房
の
本
来
の
論
に
よ
る
と、
神
国
日
本
の
神
聖
不
可
侵
な
る
旦
位
は、
日
神
天
照
大
神
の
本
誓
の
ま
ま
に、
三
種
の
神
器
を
所
持
し、
神
器
の
徳
を
顕
現
す
る
有
徳
の
天
皇
が、
祖
宗
か
ら
の
譲
り
を
正
し
く
受
け
た
上
で
継
承
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た〈12)°
親
房
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
神
器
の
所
在
に
拘
泥
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
は、
三
種
の
神
器
を
守
り
保
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
こ
そ、
現
実
の
社
会
情
勢
で
は
常
に
劣
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
南
朝
方
の
正
統
性
を
何
よ
り
も
象
徴
す
る、
菰
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
後
烏
羽
天
皇
の
場
合
は、
天
皇
の
京
不
在
と
い
う
未
曽
有
の
混
乱
状
態
を
処
理
す
る
た
め
の
便
宜
的
な
対
策
に
よ
り、
祖
父
の
法
昂
か
ら
の
院
宜
を
受
け
る
と
い
う
変
則
的
な
形
で、
し
か
も
同
母
兄
を
差
し
囮
い
て
僅
か
四
歳
で
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た。
し
か
し、
親
房
は、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実
を
把
握
し
な
が
ら
も、
「
法
皇、
国
ノ
本
主
ニ
テ、
正
統
ノ
位
ヲ
伝
マ
シ
マ
ス」
「
皇
太
神
宮・
熟
田
ノ
神
ア
キ
ラ
カ
ニ
マ
ホ
リ
給
コ
ト
ナ
レ
ハ」
と
い
う
言
辞
を
弄
し
て、
国
政
の
疲
高
権
力
を
掌
握
し
た
〈
治
天
の
君〉
た
る
後
白
河
法
良
が、
天
日
嗣
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
の
権
威
を
以
- 90 -
っ
て
皇
統
の
問
題
を
決
箔
さ
せ
た
こ
と、
及
ぴ
鏡・
剣
を
御
神
体
と
し
て
祀
る
伊
勢・
熱
田
両
神
宮
の
神
の
露
護
を
条
件
に、
こ
の
度
の
即
位
の
正
当
性
を
独
調
し
て
い
る(13)。
親
房
の
持
論
か
ら
す
れ
ば、
南
朝
方
の
正
統
性
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
と
し
て、
後
烏
羽
天
皇
の
即
位
の
正
当
性
に
つ
い
て
正
餘
を
論
ずべ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず、
極
め
て
不
徹
底
な
印
象
を
与
え
る
箇
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
9。
『
池
の
藻
屑」
は、
こ
の
よ
う
な
親
房
の
論
理
の
戴
駈
を
つ
く
形
で、
後
烏
羽
天
皇
の
即
位
の
先
樅
を
引
き
合
い
に
出
し
て、
光
明
天
是
の
即
位
の
正
当
性
の
拠
り
所
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち、
吉
野
の
山
中
で
三
種
の
神
器
を
帯
し
て
自
分
こ
そ
が
正
当
な
天
皇
で
あ
る
と
宜
言
す
る
後
醍
醐
天
皇
に
対
抗
す
る
形
で
室
町
額
府
に
よ
っ
て
担
ぎ
出
さ
れ
た
光
明
天
皇
の
姿
に、
西
国
で
神
器
と
共
に
あ
る
安
徳
天
皇
の
存
命
中
に
後
白
河
法
皇
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
後
烏
羽
天
皇
の
事
例
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で、
そ
の
即
位
の
正
当
性
を
支
え
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る。
同
じ
く
後
嵯
峨
天
皇
の
系
統
を
受
け
継
ぐ
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
は、
い
ず
れ
も
由
緒
正
し
き
天
照
大
神
の
子
孫
で
は
あ
る
も
の
の、
長
子
相
続
を
原
則
と
す
る
正
嫡
主
義
に
照
ら
し
て
見
る
と、
祖
父
亀
山
天
皇
が
後
深
草
天
皇
の
弟
で
あ
る
だ
け
で
な
く、
自
身
も
後
二
条
天
皇
の
弟
に
あ
た
る
後
梨
醐
天
皇
の
皇
統
は、
天
皇
家
の
系
譜
の
上
か
ら
見
て、
傍
系
の
傍
系
に
位
箇
す
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あっ
た。
し
か
も、
麗
女
に
と
っ
て、
後
鳥
羽
天
且
の
即
位
が
歴
史
的
事
実
と
し
て
正
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上、
持
明
院
統
の
光
明
天
皇
の
即
位
も
ま
た
同
様
の
観
点
か
ら
認
め
る
方
が
合
理
的
な
考
え
方
で
あ
り、
一
時
的
に
吉
野
の
朝
廷
に
神
器
が
存
在
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
北
朝
の
存
在
を
抹
殺
し、
南
朝
方
の
正
統
性
を
絶
対
化
し
よ
う
と
す
る
親
房
の
強
引
な
論
理
は、
現
実
の
状
況
を
無
視
し
た
極
め
て
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る。
と
言
う
の
も
同
の
秘
屑」
で
は、
光
明
天
島
の
在
位
中
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の、
南
北
朝
の
分
裂
か
ら
約
六
十
年
後
と
な
る
明
徳
三
年
（一
三
九
二、
元
中
九
年）
閏
十
月、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
強
力
な
介
入
に
よ
っ
て
両
朝
の
和
睦
が
成
立
し、
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
の
入
京
と
と
も
に、
三
種
の
神
器
が
再
び
京
都
（
北
朝
方）
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
こ
の
場
面
も
ま
た
「
続
神
皇
正
統
記」
の
記
事
の
利
用
が
指
摘
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り、
長
文
の
引
用
と
な
る
が、
論
の
展
開
上、
該
当
箇
所
に
つ
い
て
先
ず
両
者
の
影
響
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う。今は
世
の
中
思
ふ
事
な
き
に
つ
け
て
も、
都
の
上
は、
三
種
の
御
宝
の
,．
 渡ら
せ
給
は
ぬ
事
の
み、
御
心
ぐ
る
し
う
お
ぼ
し
め
し
な
や
ま
せ
給
ひ、
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
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9
9
9
9
9
9
,
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.
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い
か
に
も
し
て、
芳
野
殿
と
む
つ
ま
じ
う
な
ら
せ
給
ひ
て、
御
璽
な
ど
9
9
9
9
9
9
9
9
,．
 
を
も
も
と
の
ま、
に、
都
に
遠
し
奉
ら
ま
ぽ
し
う
お
ぼ
し
め
さ
れ
て、
・・・
室
町
の
大
臣
に
仰
言
侍
り
し
に、
大
臣
も
従
ひ
奉
り
給へ
ば、
内
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
.
に
は
大
内
義
弘
を
召
れ
て、
四
位
の
少
将
に
な
さ
せ
ら
れ
つ
、ヽ
こ
ま
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
や
か
な
る
仰
言
に
て、
芳
野
殿
に
逍
は
さ
せ
給へ
り。
…・・
京
に
は
い
つ
し
か
と
待
お
は
し
つ
る
に、
御
使
佛
上
り
て、
し
か
（
と
奏
し
奉
- 91 -
り
け
れ
ば、
内
に
も
御
気
色
よ
く
て、
他
士
ど
も
召
れ
て、
8
を
定
め
さ
せ
給
ひ、
御
迎
の
人
々
を
も
え
ら
せ
給
へ
り。
．．．
 十
月
廿
五
日
よ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 
き
日
な
り
と
て、
御
迎
の
人
奉
れ
給
ふ。
．
 ，．．
 芳
野
の
上
は、
廿
八
日
御
山
を
出
さ
せ
給
ふ。
関
白
殿
は
御
よ
そ
ひ
う
る
は
し
く
直
衣
に
て、
其
外
の
公
卿
殿
上
人
ど
も
の
み
や
っ
こ
な
ど
は、
み
な
こ
と
／＼
し
う
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 
え
ぴ
す
の
衣
き
て
前
し
り
へ
に
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
れ
り。
名
和
修
理
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
 
亮
と
い
ふ
も
の
は、
帯
剣
の
役
に
て、
御
興
に
そ
ひ
奉
る。
義
弘
も
さ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 
．
う
ぞ
く
の
下
に、
腹
巻
と
い
ふ
物
を
暗
て、
引
さ
が
り
て
ぞ
つ
か
う
ま
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 
つ
り
け
る。
先
奈
良
の
京
に
お
は
し
ま
し、
立
田
な
ど
を
も
御
ら
ん
ず。
・
・・
閏
十
月
に
ぞ
都
に
い
ら
せ
給
ふ。
其
日
は
殊
に
引
つ
く
ろ
は
せ
給
ひ
て、
内
の
行
幸
ぱ
か
り
の
御
儀
式
に
て、
御
引
直
衣
な
り。
御
輿
仕
丁
な
ど
さ
へ
内
よ
り
奉
り
給
へ
ば、
い
と
花
や
か
な
る
見
も
の
に
て、
都
人
ど
も
は
立
な
み
て
拝
み
奉
る。
夜
に
入
て
ぞ、
嵯
峨
に
浩
せ
給
ひ、
大
覚
寺
に
お
は
し
ま
す。
内
よ
り
も
勅
使
あ
り。
五
日
に
ぞ
三
種
の
御
宝
は、
大
党
寺
殿
よ
り
内
裡
に
渡
ら
せ
給
ひ
け
る。
元
暦
の
昔、
内
侍
所
の
西
の
海
よ
り
か
へ
ら
せ
給
へ
る
例
を
ひ
か
せ
給
へ
り
と
か
や。
日
野
の
中
納
言
を
大
納
首
に
な
さ
れ
て、
事
ど
も
し
た
、
む
ぺ
く
定
め
さ
9
9
9
9
.
 
せ
給
ふ。
関
白
殿
も
つ
か
ふ
ま
つ
り
給
ひ、
君
達
も
あ
ま
た
お
は
し
ま
す。
道
の
程
も
い
み
じ
き
御
よ
そ
ひ
に
て、
事
な
く
内
に
い
ら
せ
給
ヘ
ば、
此
時
ぞ
誠
に
四
つ
の
海―
つ
の
御
代
と
な
り
ぬ
る
を、
公
私
よ
ろ
こ
ぴ
あ
ひ
た
り。
（「
池
の
藻
屑
J
)
明
徳
三
年
大
樹
申
沙
汰
に
て、
南
方
御
和
睦
の
事
あ
り。
一ー一
種
神
器
帰
座
あ
る
べ
き
御
は
か
り
ご
と
に
こ
そ
3
元
暦
内
侍
所
西
海
よ
り
渡
御
の
例
に
ま
か
せ
ら
る。
日
野
中
納
言
資
教
卿
大
納
言
に
任
じ
て
申
沙
汰
し、
十
月
廿
五
日、
陣
に
て
日
時
を
被レ
勘。
閏
十
月
二
日、
南
主
夜
に
入
て
御
入
洛。
直
に
嵯
峨
大
党
寺
に
渡
御。
併
主
上
行
幸
の
儀
に
て
ぞ
ま
し
ま
す。
御
引
直
衣、
腰
輿
に
熟。
御
葱
与
丁、
御
与
長
な
ど
も
沙
汰
し
献
ぜ
ら
る。
去
月
廿
八
日、
南
山
御
所
を
出
給
て、
奈
良
を
経
ま
し
/
＼
て、
け
ふ
二
日
御
京
箔。
供
奉
人
大
略
戎
衣
鎧
直
垂
也。
関
白
殿
と
か
や
は
御
直
衣
也。
内
侍
所
御
先
行。
今
日
片
時
の
御
行
粧
な
が
ら、
当
朝
両
主
の
御
威
儀
こ
そ
め
づ
ら
か
な
る
御
事
に
て
侍
れ。
同
三
日
陣
定
に
て、
同
五
日
三
種
芙
宝
内
裏
土
御
門
殿
に
渡
御。
歎
重
の
御
儀
式
に
て
ぞ
ま
し
ま
す。
今
度
御
合
体
の
事、
宥
申
さ
る
こ
旨
御
契
諾
の
儀
も
あ
り
け
る
に
や。
と
ま
れ
か
く
ま
れ
霊
宝
御
帰
座、
ま
こ
と
に
聖
代
の
し
る
し
も
あ
ら
は
れ、
万
歳
の
宝
詐
は
弥
御
た
の
も
し
う
ぞ
侍
る。
（『
続
神
良
正
統
記」）
二
作
品
の
棒
線
を
付
し
た
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と、
三
種
の
神
器
が
北
朝
方
に
引
き
渡
さ
れ
る
際
の
儀
式
を
中
心
に、
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
の
帰
京
前
後
の
記
述
に
つ
い
て
「
統
神
良
正
統
記』
の
記
事
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る。
尚、
点
線
部
分
の
記
述
に
つ
い
て
は「
後
太
平
記」
が、
波
線
部
分
に
つ
い
て
は
「
続
太
平
記」
の
記
坦
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る(15b
こ
の
場
面
に
お
い
て、
主
と
し
て
「
税
神
皇
正
統
記」
「
後
太
平
記」
「
続
太
平
記
j
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
取
り
出
し
て
き
た
情
報
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
な
が
- 92 -
ら、
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
の
京
都
還
御
の
有
様
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は、
こ
の
度
の
南
北
朝
合
体
が
皇
室
に
と
っ
て
特
鉦
さ
れ
る
べ
き一
大
事
件
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く、
北
朝
正
統
論
を
掲
げ
る
『
池
の
藻
屑
j
に
と
っ
て
も、
南
北
朝
の
和
睦
に
伴
っ
て
実
現
し
た
三
種
の
神
器
の
北
朝
方
へ
の
穣
渡
と
い
う
出
来
事
が、
北
朝
方
の
正
統
性
を
歴
史
的
に
根
拠
付
け
る
狐
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た、
こ
の
場
面
に
お
い
て
特
に
目
を
引
く
の
は、
「
都
の
上
は、
．
．．
 
ひ
た
す
ら
思
し
召
た
、
せ
給
ひ
て、
室
町
の
大
臣
に
仰
酋
侍
り
し
に、
大
臣
も
従
ひ
奉
り
給
へ
ぱ」
と、
南
北
朝
和
睦
の
提
言
と
合
体
交
渉
が、
あ
く
ま
で
北
朝
の
後
小
松
天
皇
の
意
志
に
基
づ
い
て、
天
皇
主
導
の
下
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る。
史
実
で
は、
北
朝
と
合
議
す
る
こ
と
な
く
南
北
朝
の
合
体
を
独
断
で
強
引
に
推
し
進
め
た
の
は
将
軍
義
満
の
方
で
あ
り(16)、
「
続
神
皇
正
統
記
j
と
「
統
太
平
記」
も
同
様
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
が、
E
池
の
煤
屑」
で
は
後
小
松
天
皇
が
主
導
的
役
割
を
演
じ
る
『
後
太
平
記
j
の
内
容
が
採
用
さ
れ
て
い
る。
こ
の
要
因
と
し
て、
朝
廷
主
導
の
成
果
に
よ
る
南
北
朝
合一
の
実
現
を
強
調
す
る
こ
と
で、
北
朝
方
の
皇
統
の
正
統
性
ひ
い
て
は
皇
室
の
威
信
を
更
に
高
め
る
効
果
を
狙
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。
更
に、
三
種
の
神
器
が
南
朝
か
ら
北
朝
方
に
引
き
渡
さ
れ
た
際
の
儀
式
に
関
連
し
て、
「
元
暦
の
昔、
内
侍
所
の
西
の
海
よ
り
か
へ
ら
せ
給
へ
る
例
を
ひ
か
せ
給
へ
り
と
か
や」
と、
元
暦
二
年
（―
-
八
五）
三
月
の
平
家一
門
の
滅
亡
後
に
神
器
が
長
門
檀
の
浦
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
四
月
に
京
都
に
帰
還
し
た、
元
暦
の
先
例
に
言
及
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
こ
の
元
暦
の
先
例
に
つ
い
て
は、
親
房
が
「神
良
正
統
記
j
に
お
い
て
後
烏
羽
天
皇
の
即
位
を
正
当
化
す
る
理
由
の一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り、
『
池
の
藻
屑」
も
当
然
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
設
い
た
上
で、
親
房
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
逆
に、
北
朝
方
の
正
統
性
を
主
張
す
る
歴
史
的
根
拠
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る。
以
上
の
こ
と
か
ら、
「
池
の
藻
屑」
で
は、
親
房
が
「
神
皇
正
統
記」
に
お
い
て
展
開
し
た
理
論
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で、
歴
史
上
の
事
例
に
立
脚
し
て
南
朝
の
立
場
を
補
強
し
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
親
房
の
論
理
の
構
造
を
逆
手
に
と
る
形
で、
逆
に、
北
朝
方
の
皇
統
の
正
統
性
を
主
張
す
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
四、
お
わ
り
に
親
房
が
「
神
皇
正
統
記
j
に
お
い
て
繰
り
広
げ
た
南
朝
擁
護
の
た
め
の
不
退
転
の
思
想
は、
そ
の
直
戟
的
で
雄
勁
な
文
体
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
精
神
の
高
揚
感
と
相
侯
っ
て、
後
世
の
歴
史
家
に
少
な
か
ら
ぬ
影
咽
を
与
え
た
が、
明
暦
三
年
（一
六
五
七）
二
月、
江
戸
の
水
戸
家
中
屋
敷
に
史
局
を
設
僅
し
て
修
史
の
事
業
に
着
手
し
た
水
戸
第
二
代
器
主
徳
川
光
囲
も
ま
た、
本
世
の
強
烈
な
理
念
に
感
銘
を
受
け
て
そ
の
史
嘗『
大
日
本
史」
に
南
朝
正
統
論
を
採
用
し
た一
人
で
あ
っ
た-17)。
と
こ
ろ
で、『
大
日
本
史」
の
編
纂
過
程
で
光
図
と
彰
考
館
に
よ
っ
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
堵
作
群
は、
麗
女
が
歴
史
物
語
を
執
策
す
る
際
に
大
い
に
活
用
し
た
賓
科
で
あ
り(18)、
南
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朝
正
統
論
を
掲
げ
る
「
大
日
本
史」
の
存
在
も、
当
然
麗
女
の
意
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
し
か
し
な
が
ら、
麗
女
は、
『
神
皇
正
統
記」
や
水
戸
彩
考
館
の
著
作
を
通
じ
て
南
朝
正
統
論
に
接
し
な
が
ら
も、
そ
の
思
想
に
与
す
る
こ
と
な
く、
北
朝
正
統
論
の
立
場
を
堅
持
し
て、
資
料
の
中
か
ら
淡
々
と
歴
史
的
事
実
の
み
を
拾
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に
麗
女
が
親
房
や
光
囲
の
意
図
に
反
し
て、
「
池
の
淡
屑」
で
北
朝
正
統
論
を
採
用
し
た
背
景
に
は、
「
池
の
澳
屑j
巻
二
「
光
厳
院」
の
巻
頭
に
お
い
て、
転
変
す
る
時
代
の
激
流
に
翻
弄
さ
れ
綬
け
た
北
朝
第一
代
光
厳
天
品
の
治
世
を
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て、
此
御
事
は、
世
を
し
ら
せ
給
ふ
程
も
久
し
か
ら
ず、
い
と
あ
は
たゞ
し
く
て、
お
り
ゐ
さ
せ
給へ
り。
こ
と
に
御
位
に
お
は
し
ま
し、
世
の
事
は、
さ
き
に
い
ひ
置
た
る
人
も
侍
れ
ば、
今
更
に
同
じ
事
云
出
た
ら
ん
は、
床
し
げ
な
き
や
う
に
侍
れ
ば、
と
ゞ
め
侍
る
也。
さ
れ
ど
御
つ
ぎ
／＼
の
か
ぞ
へ
に
も
れ
さ
せ
給
べ
く
も
あ
ら
ず、
又
後
々
は
此
御
ぞ
う
の
み
伝
へ
さ
せ
給
ふ
れ
ば、
い
と
な
ん
い
み
じ
き
御
事
に
侍
り。
と
い
う
感
慨
を
記
し
て
い
る
よ
う
に、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も、
光
厳
天
皇
の
系
統
が
現
在
に
至
る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
き
た、
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
が
前
提
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。
「
池
の
藻
屑』
巻一
「
後
醍
醐
天
皇」
の
巻
末
で
は、
後
醍
闊
天
皇
の
波
乱
に
宮
ん
だ
御
代
を
締
め
括
る
に
際
し、
南
北
朝
時
代
の
世
相
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
脱
女
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る。
如
何
成
に
か
此
世
に
は、
天
か
下
に
二
人
の
君
お
は
し
ま
し
て、
…
…
都
に
て
又
な
く
時
め
き
し
も
の
も、
露
計
り
の
憂
ふ
し
を
か
ご
と
に
て、
芳
野
殿
に
急
ぎ
参
り
て
は、
き
の
ふ
け
ふ
ま
で
睦
ま
じ
か
り
し
友
を
も、
い
つ
し
か
打
亡
ん
事
を
お
も
ひ
か
ま
ふ
る
に、
又
京
よ
り
こ
と
よ
く
い
ひ
あ
ざ
む
く
に
ぞ、
や
が
て
か
た
ら
は
れ
て、
た
ち
焔
り
な
ど
す
る
は、
誠
に
淵
瀬
も
さ
だ
め
な
く、
何
が
道
な
る
世
の
中
と
て、
さ
ら
に
争
ひ
の
や
む
時
な
く
な
り
ぬ
る
に
ぞ、
国
破
れ
て
山
河
あ
り、
城
春
に
し
て
草
木
深
し、
と
い
ひ
け
ん
古
ご
と
に
か
よ
へ
る
世
と
は
な
り
ぬ。
後
醍
醐
天
皇
が
招
来
し
た
南
北
朝
時
代
と
は、
『太
平
記j
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、
治
承・
寿
永
の
乱
を
は
る
か
に
凌
ぐ
全
国
的
規
模
の
動
乱
の
中
で、
絶
え
間
な
く
打
ち
萩
く
戦
乱
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
人
心
が
裏
切
り
の
横
行
と
辿
鎖
を
も
た
ら
し、
没
落
し
た
公
家
勢
力
に
取っ
て
代
わ
り
政
治
の
実
権
を
掌
握
し
た
守
護
大
名
た
ち
は、
室
町
幕
府
の
下
で
権
力
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
な
ど、
一
刻
も
早
い
平
和
と
秩
序
の
回
復
が
希
求
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た。
故
に、
南
北
朝
動
乱
の
激
動
の
時
代
に
生
き、
自
ら
最
前
線
に
立
っ
て
奮
闘
し
た
親
房
の
生
き
方
は、．
遥
か
後
代
の
近
世
中
期
と
い
う
泰
平
の
世
に
生
を
享
け
た
麗
女
に
と
っ
て
も
は
や
実
感
に
乏
し
い
も
の
で
あ
り、
南
朝
（
大
党
寺
統）
の
天
皇
へ
ひ
た
す
ら
献
身
的
に
仕
え、
天
良
親
政・
公
家一
統
の
御
代
の
実
現
に
生
涯
を
捧
げ
た
親
房
の
理
想
と
信
念
は、
現
実
の
社
会
情
勢
に
そ
ぐ
わ
な
い
極
め
て
観
念
的
な
も
の
に
映
じ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
し
か
も、
南
北
朝
合
体
後
に
旧
南
朝
の
後
裔
た
ち
（
後
南
朝）
が
辿
っ
た
悲
劇
も
麗
女
の
熟
知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら、
現
在
の
天
皇
家
の
直
接
の
祖
先
で
あ
る
北
朝
（
持
明
院
統）
を
正
統
と
捉
え
る
方
が、
当
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時
の
実
態
や
社
会
通
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も、
よ
り
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る。
注(
l)
本
杏
で
は、
後
村
上
天
皇
以
降
の
歴
代
南
朝
の
天
良
を
正
統
か
ら
外
し、
後
既
闇
天
＆
の
後
は
光
厳
天
品
以
降
の
歴
代
北
朝
の
天
良
が
正
統
の
天
皇
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り、「
池
の
煤
屈j
の
構
想
と
の一
致
が
認
め
ら
れ
る。
(
2)
正
徳
五
年
に
完
成
し
た
本
紀・
列
伝
が、
碁
府
に
は
献
上
さ
れ
な
が
ら
朝
廷
へ
の
献
上
が
実
現
せ
ず、
「
大
n
本
史」
の
舟
名
に
つ
い
て
勅
許
を
得
る
案
も
放
菜
さ
れ
た
の
は、
本
書
の
南
朝
正
統
論
が、
京
都
の
朝廷
が
北
朝
の
系
統
を
ひ
い
て
い
る
と
い
う事
実
と
は
相容
れ
な
い
主
張
で
ある
と
考
え
ら
れ、
朝廷
の
公
式
見
解
に
対
す
る
挑
戟
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
た
め
で
あっ
た。
尾
藉
正
英
「
水
戸
学
の
特
質」
（で
日
本
思
想
大
系
53
水
戸
学」
岩
波
書
店、
一
九
七
三
年）。
(
3)
千
田
憲
「
隧
徳
麗女
の
「笠令」
に
就
い
て」
（
「京
都
女
子
大
学
紀
要j
第
十一
巻、
一
九
五
五
年
十
月）
(
4)
拙
稿
「「
池
の
藻
邑
と
軍
記
物
話」
（『
間
大
国
文
論
稿j
第
三
十
三
号、
二
0
0
五
年三
月）
(
5)
後
嵯
峨
天
皇
の
二
人
の
皇
子
の
う
ち、
兄
の
後
深
箪
天
皇
の
系統
（
持
明
院
統）
で
は
な
く、
後醍
闇
天品
の
祖
父
に
あた
る
弟
の
亀
山
天
皇
の
系
統
（
大
覚
寺
萩）
に
よ
る
皇
位
継
承
に
正
当
性を
付
与す
る
た
め
の
理
論
付
け
と
し
て
持ち
出
され
た
の
が、
天
照大神
の
訳
慮に
よ
っ
て
日
嗣
の
継
承
が
実
現さ
れ
て
い
く
と
い
う
「正
理」
の
理
念
で
あり、
本書
の
論
理
の
矛盾
の一
っ
と
し
て
指
摘さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る。
新
田一
郎「
継
承
の
論
理ーW
朝と
北朝ー」
（
「岩
波猿
座
天
且
と
王
権
を
考
え
るj
第
二
巻、
岩
波
世
店、
二
0
0
二
年）
(
6)
「
日
本古典
文
学大
系
87
神
皇
正
統
記・
増
競j
(
岩
波
柑
店、
一
九
六
五
年）
の
解
説（
岩
佐
正
執
節）、
平
田
俊
春「
神
旦
正
緩
記
と
大
日
本
史」
（「
訊
事
史
学」
第
十
二
怨
第一
号、
一
九
七
六
年
五
月、
の
ち
「神
品
正
統
記
の
基
礎
的
研
究」
雄
山
閣
出
版、
一
九
七
九
年
に
所
収）
を
参
照。
(
7)
小
泉
弘
「
吉
野
拾
遺と
東
斎
随
節
の
世
界」
（「
日
本
の
説
話・
中
世
n」
第
四
巻、
東
京
美
術、
一
九
七
四
年）
(
8)
『
日
本古典文学大辞
典j
(
岩
波
嘗
店、
一
九
八
四
年）
第
四
巻
「
絞
神
且
正
統
記」
の
項
（
笠
松宏
至
執
箪）、
注
6
の
「日
本
古
典
文
学
大
系
87
神
且
正
統
記・
埒
鏡」
の
解
説
を
参
照。
(
9)
『
国
害
総
目
録』
に
よ
る
と、
本
密に
は
明
和
四
年
（一
七
六
七）
刊
の
版
本
が
存
在
す
る。
(
10)
「
池
の
煤邑
の
歴
代
天
皇
の
数
え
方
に
つ
い
て
も、「
本
朝旦
胤
紹
運
録
j
の
記
述
と
の
符
合
が
認め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り、
両
者
の
密
接
な
関
係
が
想
定
さ
れ
る。
(
11)
『増
鏡」
と
麗
女
の
歴
史
物
栢
と
の
関
係
に
つ
い
て
は、
拙
稿
「
歴
史
物
語
の
系
陪
と
「池
の
藻
屑」
『
月
の
行
衛」」
（『
日
本
言
語
文
芸
研
究j
第
六
号、
二
0
0
五
年
十
二
月）
に
お
い
て
考
察
し
た。
(
12)
『神皇
正
統
記」
（
岩
波
苔
店
〈
岩
波
文
駅
116.
1〉、
一
九
七
五
年）
の
補
注
（
岩
佐
正
執
箪）
を
参照。
(
13)
注
6
の
で
日
本古
典
文
学大系
87
神
皇
正
統
記・
培
説」
の
頭
注。
(
14)
本
郷
和
人
「
天
品
の
思
想ー
闘ヽ
2頁
族
北
a
親
房
の
思
惑
T'」
（
山
川
出
版
社、
二
01
0
年）
は、
本由
の
至る
所に
論
理
の
矛旧
が
認め
ら
れ
る
要
因
と
し
て、
親
房が
学
間的
な
厳
密
さよ
り
も
現
実
の
社
会
情
勢へ
の
対
応
を
瓜
視
する
貴族
で
あ
っ
た
点を
指摘
して
い
る。
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(
15)
「
池
の
藻
屑
j
と
「
後
太
平
記
j
「
続
太
平
記
j
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
注
4
に
お
い
て
考
察
し
た。
(
16)
義
尚
が
南
朝
側
に
示
し
た
読
和
条
件
の
中
に
は、
南
朝
の
後
亀
山
天
星
の
即
位
を
正
式
な
も
の
と
認
め、
今
後
の
皇
位
維
承
は
阿
統
迭
立
と
す
る
な
ど、
北
朝
側
に
と
っ
て
到
底
承
服
で
き
な
い
事
項
が
含
ま
れ
て
お
り、
当
初
か
ら
約
束
の
不
屈
行
は
不
可
避
の
情
勢
で
あ
っ
た。
森
茂
暁
「
闇
の
歴
史、
後
南
朝ー
後
梨
醐
流
の
抵
抗
と
終
焉
ー」
（
角
川
嘗
店〈
角
川
選
杏
284〉、
一
九
九
七
年）
及
ぴ
「
南
朝
全
史
ー大
党
寺
統
か
ら
後
南
朝
ヘ
ー
J
(
講
談
社
〈
講
談
社
選
書
メ
チ
ェ
334〉、
二
0
0
五
年）
を
参
照。
(
17)
i二
大
特
策
を
始
め
と
す
る
絹
集
方
針
や
全
体
の
構
想
が
姫
終
的
に
定
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が、
正
式
に
水
戸
史
学
思
想
の
根
幹
が
世
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は、
完
成
し
た
本
紀・
列
伝
が
都
府へ
献
上
さ
れ
た
享
保
五
年
（一
七
二
0)
以
降
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
瀕
谷
義
彦
「
水
戸
学
の
背
原」
（「
日
本
思
想
大
系
53
水
戸
学」）
(
18)
拙
稿
「
荒
木
田
麗
女
の
「
池
の
藻
屑j
に
お
け
る
「
参
考
太
平
記」
と
「
扶
桑
拾
菜
集
l
の
利
用
に
つ
い
て」
(「
8
本
言
語
文
芸
研
究」
第
八
号、
ニ
0
0
七
年
十
二
月）
〔
付
記〕
本
稿
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は、「
池
の
源
屑」
は
「
改
訂
史
藉
集
覧」
第
三
巻
（
臨
川
書
店、一
九
八
三
年復
刻
版）、「
神
良
正
統
記」
は
「
神
道
大
系」
論
説
組
十
九
『
北
畠
親
房
（
下）」
（
神
道
大
系
椙
纂
会、
一
九
九
二
年）、
「
統
神
皇
正
統
邑
は
「
新
校
群
幣
類
従
j
第
二
巻
（
内
外
柑
藉
株
式
会
社、
一
九
二
九
年）、
和
歌
関
係
は
「
新
椙
国
歌
大
観
〈
第一
巻〉
勅
揖
集
絹
歌
集」
（
角
川
皆
店、
一
九
八
三
年）
で
あ
り、
引
用
に
際
し
て
は
読
み
易
さ
を
考
虚
し
て
私
に
改
変
を
加
え
た。
—文
系ー
（
大
要
女
子
大
学）
四
大
要
国
文
（
大
要
女
子
大
学
国
文
学
会）
四一
二
九
大
阪
大
学
跡
見
学
園
女
子
大
学
研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
IV
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
人
文
学
科）
八
（
も
り
や
す
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
（
跡
見
学
園
女
子
大
学）
四
五
歌
子
（
実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科）
十
八
宇
大
国
語
論
究
（
宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会）
ニ―
湖
の
本
（
奏
恒
平）
一
0
二‘
1
0
三‘
1
0
匹‘
1
0
五
湖
の
本
エ
ッ
七
イ
（
秦
恒
平）
愛
媛
国
文
研
究
（
愛
媛
国
語
国
文
学
会•
愛
媛
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会）
五
九
愛
媛
国
文
と
教
育
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
回
語
国
文
学
会）
四
二
王
朝
細
流
抄
（
安
田
女
子
大
学
大
学
院
古
代
中
世
文
学
研
究
会）
十
三
王
朝
文
学
研
究
誌
（
大
阪
教
育
大
学
大
学
院
王
朝
文
学
研
究
会）
二
十
大
阪
大
谷
国
文
（
大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会）
四
十
日
本
学
報
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
学
研
究
室）
大
要
女
子
大
学
紀
要
ま
さ
こ
台
湾・
真
理
大
学
助
理
教
授）
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